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9 68以上の考察から,新語形をとりいれるのに

男女差があって,つぎのく1)年屑でみると,

40歳代以上より若いほうが,新しい語形をとり

いれる速度がはやく,しかも若い層の中で

も10歳代の女性がもっとも新譜形に対して適応が

はやい｡(2)20歳代の女性

は.新語形であっても,くだけた場面とか,俗っぽい語感などのイメ

ージをもっている語を避けようとする傾向がみられる

｡ということが 明らかになった｡この10歳代女性の新語形への適応のは
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3)-29 30-39調査方法は,各項目のゆれてい

る語形すべてについて,使用状況を次に挙げる分類に

よって回答してもらっ

た｡1.開かな

いし使わない2.開

くが使わない3.ときどき使う4.良く使う5

.非常に良く使うつまり,｢-カル｣について言え

ば,｢計る｣｢測る｣｢丘る｣の各謄形ごとに1

-5の中から1つを回答してもらうわけである｡さら

に,各項目の中で政も共通語としてふさわしい

と思う語形を選択してもらって規範意織を調査し,採否のグ

ラフとして処理した｡なお本調査では,上記の

回答コードのうち,4.と5.を合計したものを使用頻度とし

て処理してある｡ここでは,次の5項目について,｢計る｣｢測る｣

｢見る｣の表記のゆれを考察し

ていく｡(1)体の寸法を-カ

ル｡く長さ〉(2) 体重を-

カル｡く重き)(3) 両横を-カル｡

く両横)(4)

熟を-カル｡く温度〉(5)升で米を-カル｡く体

横)3.表‡己の現状国語辞啓の扱いについてみ

ると,例えば r小学館国語大辞典J (1982年)

では次のようになっている｡はかる 〔計る･量

る･測る･図る･謀る･誇る〕日 (計 ･畳 ･測)物

の数乱 または時間の度合を一定の単位と比較して確かめる｡秤.研(ま

す),ものさし,時計などの

計器で測定する｡計丘,計井する｡(注,

匡似下は省略する｡)このように ｢計る｣｢測る｣｢見る｣の使い分けには 40-49 50-59

00～88(故)特に言及していない｡r広辞苑 第

三版J r岩波国語辞典 第三版Jr新明解国語辞典

第三版Jr学研国語大辞典Jなど,大部分の辞啓が同様の記述をし

ているが,r角川国防大辞典Jでは次のようになっ

ている｡は

かる 〔計る〕日 (多く器具を用いて)数量を知ろうとして調

べる｡① 物の重さ･分丑などを調べる｡

目方を- ･る｡② (時間 ･空間に関して)長さ･高さ･深さ･

広さ･角皮などを調べる｡

百メー トル競争のタイ

ムを- ･る｡富士山の高さを- ･る｡

仰角を- ･る｡

③ (数倍を用いて)物事の程度を調べ

る｡浪皮を- ･る｡

匡国①は ｢見る｣②③は ｢測る｣とも｡(注

,【∃以下は省略する｡)この場合は,本調査項目の

｢長さ･両税 ･温度｣に対しては ｢測る｣,｢塞き･体積｣に対しては ｢量

る｣を用い,それらの上位語として ｢計る｣があるというと

らえ方をしている｡また,第80回Bl語審議会稔

全 (昭和47年6月28日)での ｢当用添字改定音訓表

｣の審溝に際し,国語審議会漢字部会が作成し,参考

資料として提出した r｢異字同訓｣の添字の用法Jは

同音で意味の近い語が洪字で啓かれる場合の慣用上の使い分

けの大体を用例で示したものであるが,その中では ｢計る｣｢測る

｣｢丑る｣の用例として次のものが挙げられてい

る｡計る- 時間を計る｡測る- 水深を測る｡標高を測る｡距離を測る｡



量る- 目方を量る｡升で量る｡容積を丑る｡

このように,辞典類の表記の扱い方は,次の3つの

タイプに分けることができる｡

〔A型〕 ｢計｣｢測｣｢畳｣を並記して.使い分けを示

していないもの｡

〔B型〕 ｢計る｣の下位分類として ｢測る｣｢量る｣

の二語の使い分けを示しているもの｡

〔C型〕 ｢計る｣｢測る｣｢畳る｣の三語を別項目とし

4.1.使用頻度 (全休)

て扱い使い分けているもの｡

例えば,B型の場合は,｢長さ･面積 ･温度｣に対し

ては ｢測る｣で,｢重さ･体積｣に対しては ｢量る｣で

表記しているが,これらの表記がすべて ｢計る｣で置

き換え可能かどうかについては明確にきれていない｡

4.調査絵異の分析

4.1. 体の寸法を-カル｡く長さ)

1.ThI芸こ:し 2.漂諾 い 3.長号どき 4.良く使う 5.芸嘗這う

0.無回答計 る 176 231 293
226 107 4(17.0%) (22.3%) (28.3%) (21.8%

) (10.3%) (0.4%)測 る 1
32 217 304 237 143 4(12.7%) (20.9%) (29.3%) (22.9%) (13.8

%) (0.4%)量 る 619 293 89 21 7 8(59.7%) (28.3%) (8.6%) (2.0%) (0.7%) (0

.8%)4.1, 採否 (

全体)計 る 460

(44.4%)測 る 558(53.8%)

量 る 16(1,5%)

無 回答
3(0.3%)

性別でみると.男性の方が女性よりも ｢計る｣から
｢測る｣への変化の



4.1.(使用-非常に&よく:性別-男)

4.2.体重を-

カル｡く塵さ)4.2.使用頻度 (全体)

′◆loo 4.1. (使用-非常に

&よく:性別-女)15 El
3) 10 幻 ¢J ～ ～ l

t l他 )19 か 39 49 59

881.Th'芸こ:し 2.艶 若い 3ぷ とき 4.点く使う 4.芸ぞ這

う 0.無回答計 る 265 275 284 153
58 2(25.6%) (26.5%) (27.4%) (14.8%) (5.6%) (0.2

%)測 る 308 279 251 140
57 2(29.7%) (26.9%) (24.2%) (13.5%) (5.5%)

(0.2%)量 る 241 221 253
196 122 4

(23.2%) (21.3%) (24.4%) (18.9%) (ll.8%) (0.4%)

4.2.採否 (全体)計 る 282(27.2%)

測 る 277(26.7%)量 る 476

(45.9%)無 回答 2(0.2%)

全体での使用頻度は.r計る｣が20.4%,｢iR

IJる｣が19.0%,｢見る｣が30.7%となっており

,｢足る｣の使用率がやや商いが,三語形がゆれの現

象にあるとみてよかろう｡採否の意識では ｢見る｣を

選んだ者が45.9%と,実際の使用に比べてかなり高

い数値を示している｡また.｢丑る｣については使用

しない割合 (コード1.2.の合計)も44.5%と高く

,使用実態と採否との間に大きなずれがみられる｡ 年齢別にみると,すべての年齢層にお

いて三語形が



9 08 0

7060

504

0302

010 4.2

.採否Ⅹ一･一三＼

0- ロ

St50
---○ 測るⅩ一･
一Ⅹ 且るO-･･-0 .5風

音/Ⅹ.′Ⅹ/

冨=軒 三速 h T Dヽ

一〇
S!-
8;

9

-
4

5
!

I
諏

訪
I
gi

O_･-14.3. 面積を-カル｡く両横)

4.3. 使用頻度 (全体) lS

a) 3) 40 50 60L l t l
l l(皮)19 29 39 49

59 88% 4.2.(使用-非常に&よく:性別-女)15 9) 30
40 約 60～ ∫ I ～ ～ ～

(戚)I9 29 39 49 59 881.霊宝芸こ:し 2.買主誓い 3.長吉どき 4.良く使う 5.芸ぞ這う

0.無回答計 る 236 339 291 119 48 4(22.8%) (32.7%) (28.1%) (ll

.5%) (4.6%) (0.4%)測 る 87 127 398 310
111 4(8.4%) (12.2%) (38.4%) (29.9%) (10.7%) (0

.4%)量 る 550 300 134 33 16
4(53.0%) (28.9%) (12.

9%) (3.2%) (1.5%) (0.4%)4.3.採否

(全体)計 る 239(23.0%)測 る 73

6(71.0%)量 る 61(5.9%)無 回
答 1(0.1%) 全体の使用頻度をみると.｢

測る｣が40.6%と,他の二語形に比べて高い数値

を示している｡採否の意識も｢illllる｣を選んだ者が圧

倒的に多く71.0%となっている｡年齢別にみると

,高年層では ｢測る｣の使用が優勢であるが,中間層から低年層にかけ



性の方が男性に比べて ｢計る｣への変化が速い｡
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3% ) (2.9%)

(0.6%)量 る 798
166 52 7 6

8(77.0%) (16.O%) (5.0%) (0.7%) (0.6%) (0.8%)

4,4. 採否 (全体)計 る 882(85.1%)測

る 132(12.7%)丑 る 22(2.1%

)無 回 答 1(0.1%) 全体の使用頻

度では ｢計る｣が65.2%と安定しており,採否でも85

.1%という高い数値を示している｡国立国語研究所 r

現代表記のゆれJでは ｢熱を-カル｣の ｢-カル｣に

どのような表記形式を用いるかという調査を行なって

いるが,その結果でも｢計る｣が66.4%と圧倒的に多く,本調査と



きつつある｡その傾向は採否のグラフで顕著に現れて

いる｡

男女別でみると,女性は｢計る｣で安定しているが,

男性では ｢計る｣から ｢測る｣への変化が進みつつあ

る｡

4.4. (使用-非常に&よく:性別-両方)
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4.4. (使用-非常に&よく:性別-罪)
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4.4. (使用-非常に&よく:性別-女)

片 六 計る

X･-････1-･X胡る
B 一一-1くつZtる

t f - - = }

1.漂芸芸こ:し 2.漂諾 い 3.長吉どき 4.良く使う 5遷 ぞ這う

0.無回答測 る 275 308 300
114 37 3(26.5%) (29.7%) (28.9%) (ll.0

%) (3.6%) (0.3%)測 る
413 329 217 54 21 3(39.6%) (31.7%) (20.9%) (5.2%) (2.0%)

(0.3%)放 る 111 171 312 302 136 5(10.7%) (1



4.5.採否 (全体)

計 る 212(20.4%)

測 阜 107(10.3

%)盈 る 714(68

.9%)無 回答 4

(0.4%)全体の使用頻度では,｢量る｣が42.

2%と,他の二語形に比べて安定しており,採否でも68.9%と高い割合

になっている｡年齢層別の4つのグラフをみると

,三語形の折れ線がほぼ平行な状態を保っている｡こ

れまでみてきた項目の中では故も安定した状態に

あるといえよう｡4.5.(使用-非常に&よく:性別-両方)
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-怨5.まとめ以上の結果をまとめると,｢温度｣に対

しては｢計る｣,｢体軌 に対しては ｢丑る｣の表記

が大勢を占めている｡｢長さ｣｢両横｣は｢計る｣｢測る｣

が併用されるが,今後の方向としては ｢測る｣に傾きつつ

ある｡｢重さ｣に対しては,使用実態は三語形が併

用されているが,採否の意鼓は ｢見る｣に傾いて
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